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1. はじめに 

「震災からの復興」特集は，昨年から波紋編集

委員会にて議論され，今回，実現に至ったと聞い

ている．筆者としては，この小稿で「再稼働した

JRR-3 から学ぶ JRR-3 のこれまでの貢献と中性子

散乱全国共同利用の将来展望」について抱負を述

べるつもりでいた．しかし，残念ながら JAEA 関

係者をはじめとする多くの方々の尽力にもかかわ

らず，未だ JRR-3 は再稼働に至らず共同利用も止

まったままである．全国の JRR-3 利用者とともに，

一日も早い復旧を願いつつ，震災からの復興に向

かってのこれまでの歩みを振り返り，復旧後の展

望についての私見を述べることにする． 
 

2. 震災発生 
 2011 年 3 月 11 日，中性子散乱利用に関わる重

要な 2 つの会議が霞ヶ関で開かれていました．一

つは中性子ビーム利用を含む JAEAの平成22年度

施設利用協議会（JRR-3）（航空会館地下会議室）

であり，もう一つは J-PARC/MLF の実験審査委員

会審査結果などを審議する MLF 施設利用委員会

（新生銀行（当時）12 階 JAEA 東京事務所）でし

た．私は両方の委員であったため，はしごをする

予定で，まずは JAEA 施設協議会に出席していま

した．午後 3 時前に激しい地震が数度にわたり，

東京のオフィス街を直撃し，私たちも屋外退避を

余儀なくされました．屋外に出ると目の前にそび

え立つ高層ビル群がゆらりゆらりと不気味に揺れ

ていたのを今でも覚えています．すかざず，議長

をしていた JAEA 理事の方がワンセグでテレビニ

ュースを観て，「牡鹿半島沖が震源，巨大地震」の

ようだと教えてくれました．その後，会議は早々

と終了し，解散となりました．私はその足で 2 つ

目の会議場である新生銀行に向かい，階段を 12
階まで昇りました．しかし，そこでは関係者が数

人残っているだけで，殆どの人は屋外退避したと

のことでした．私はなすすべもなく，霞ヶ関から

日比谷公園を通り抜け，不通になっている山手線

を横目に見ながら，有楽町，東京駅へと歩きまし

た．日比谷公園には大勢の人が溢れ，有楽町のビ

ル内では多くの群衆が街頭テレビに釘付けとなっ

ていました．そこには海岸に押し寄せる津波がリ

アルタイムで映し出されていました．このとき，

ようやく事の甚大さを実感しました．その日は，

東京駅からさらに秋葉原，上野へと歩きましたが，

上野駅に溢れる人だかりをみて帰宅はあきらめ，

帰宅難民として東大の小柴ホールで一夜を過ごし

ました．翌 3 月 12 日午後に満員の電車を乗り継い

でようやく自宅に戻ることができましたが，帰宅

後すぐにさらなる衝撃をテレビで観る事になりま

した．福島第一原発一号機の水素爆発です．その

日は，日本が，いや世界中が原子力に対する見方

を一変させた日として歴史に刻まれる日になりま

した．日本の原子力政策は 180 度転換し，一年余

り経った今でも，日本は出口が見えない迷路を彷

徨い，中性子散乱コミュニティにも大きな影響を

及ぼしています． 
 
3. 復旧活動 
 2011 年（平成 23 年）3 月 11 日，JRR-3 は定期

点検期間中で，2011 年 7 月に予定されている稼働

に向けて点検作業が行われていました．物性研附

属中性子科学研究施設は中性子散乱実験審査委員

会を 1 月に終え，申請者に採択通知を出す段階に

ありました．2010 年度は JRR-3 が 7 サイクル順調

に稼働し，久しぶりに充実した共同利用ができま

した．それを受けて 2011 年度では，より積極的な

共同利用をおこなうべく，装置の高度化，保守は

もとより，波紋施設宿泊システムの改良，共同利

用手続きの簡素化・効率化などの準備をしていま

した．一方，技術職員チームは大阪府熊取町にあ

る京都大学原子炉実験所に研修に出かけていまし

た．そのようなさなか地震が起きました．以下は，

震災直後から数日の間のメール連絡のやり取りの

一部です． 
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— — — — —  
日時：2011年3月11日 18:20:43JST（所員より） 

地震で連絡を取らせて頂いておりますが，連絡

がつかない状況です．原研内の状況を少し把握で

きましたので，ご連絡しておきます．けが人はあ

りません．非常勤の方は，人員確認後に帰宅して

頂いたようです．停電のため，炉室への点検は出

来ていません．ガイドホールは，被害が出ている

ようです．詳細の被害状況は確認できていません．

原研内の薬品は，被害は無いようです． 
日時：2011年3月13日 06:48:59JST（所員より） 
金曜日からのことを報告します．JRR-3は停電

で夜が迫っていたため，かなりたいへんでしたが，

とりあえずガイドホールの大学の装置は全てチェ

ックしました．いくつが落下して壊れている機器

はありましたが，外見上，分光器は無事であるこ

とを確認しました．薬品やボンベの問題もなさそ

うでした（全てチェックしたわけではありません

が）．どんどん暗くなり，足下もかなり危険な状態

だったので，チェックを打ち切ることになり，ガ

イドホールを出ました．この後，JRR-3建屋内の

試料準備スペースをチェックしましたが問題あり

ませんでした． 
日時：2011年3月13日 16:24:01JST（施設長より） 
施設メンバーへの御願いです． 
(1) 東海・水戸地区の方は，まず，ご自宅の修理

や，ライフラインの確立に努めてください． 
(2) ご自宅の現状復帰が出来たり，見通しが付い

たのち，余裕があれば，出来る範囲内で3号炉

関係施設，装置，共同利用関係設備の復旧を

御願いします．緊急を要する事以外は，その

ままで結構です．いずれ，柏から応援にいき

ます． 
日時：2011年3月14日  02:20:16JST（技術職員）
（註：東海村は停電，断水のため，別の場所でメ

ール送信，写真のサーバーへのアップ） 
 柴山先生．お疲れさまです．施設，JRR-3，ガ

イドホール，実験準備室，管理棟居室の現状確認

と写真が撮れましたので，現状確認の参考として

下さい．IQBRC（いばらき量子ビーム研究センタ

ー；筆者註）は電気が復旧しないと居室に入れま

せんので，回復した後にご報告致します．  
炉室の点検はJRR-3管理課の立会いのもと行わ

れました．炉室，ガイドホールは立入りが制限さ

れております．・・・各階の主幹および全てのブレ

ーカーを落としました．明日，9時に施設に出勤い

たします．情報の交換と今後の方針など決めると

思います． 
東海村内の現状停電と断水が続いておりました

が，21時過ぎに原研通りの真崎十文字以西の復電

が確認できました．水は施設の受水槽もあり，そ

こそこ困らずにいる状況ですが，やはり無駄には

出来ず，トイレは苦労しています．村内ではガソ

リンがほぼ手に入りません．車を使用して長距離

の移動は困難です．現状のご報告まで． 
— — — — —  
 
 このようなやり取りが震災直後から数日間続き

ました．技術職員のメンバーは地震の第一報を知

るとすぐ交通機関を乗り継ぎ，大阪府熊取町から

一路，東海に急行しました．しかし，東京からは

交通機関が全く機能していなかったため，3月12
日，自家用車で東海にたどりつき，すぐさまJRR-3
の炉室およびガイドホールの点検をし，私に電話

で報告をしてくれました．上の報告の一部は，そ

の後，技術職員が知人のところへ身を寄せてから

行ったものです．これらの交信からもわかるよう

に，東海地域は大きく被災し，ライフラインは寸

断されました．こうした日常生活もままならない

日々が2週間ほど続きました．そのような非常時の

中，施設職員は一丸となってJAEA職員，東大原子

力専攻職員の方々と協力したり支援を受けたりし

て，装置の点検，保守に努めました． 
 本格的な復旧活動は，JRR-3 の換気が回復した

2011 年 5 月から始められ，まず，漏電チェックを

行う事で，電気ショートなどによるコンピュータ

ーや制御装置の破損といった二次災害を防ぐ事か

ら始まりました．詳しい復旧活動の様子は技術職

員からによる報告に委ねます． 

Fig. 1 被災直後の JAEA 実験管理棟内共同利用

推進室 

Fig. 2 T1-1 装置の被災状況．遮蔽体が転倒し，コ

リメーターに衝突している． 
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